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名古屋大学人文学研究科
中村靖子

人文知共創を目指すために

y-kamijo
スタンプ



プロジェクト型共同研究の推進のために

・ 研究マネジメントの仕組み

・ マネジメント人材の育成・確保を含めた組織的支援の在り方

・ 研究者の育成やマッチング

・ 研究者間の相互理解の仕組み

人文知共創センターの取り組み

・ 評価や成果発信の在り⽅

要点

⼈⽂知共創センター
学術知共創プログラム「⼈間・社会・⾃然の来歴と未来：「⼈新世」における⼈間性の根本を問う」
Anthropocenic Actors and Agency in Humanity, Society, and Natureを推進する研究拠点として発⾜



① 本プロジェクトチームができるまで

② 研究班の構成と班の連携

③ 人文知共創センターの構成

④ 研究班の活動／班の連携

⼈⽂知共創センターの取り組み

⑤ 評価や成果発信の在り⽅



名古屋大学総長裁量経費プロ
ジェクト (2005、2007、2009）

フロイトの失語論翻訳(2009)

⽴花

科研基盤（C）(2011-13年度）
⼤平英

科研基盤（B）(2016-18年度）

⼤平英

科研基盤（B）(2019-22年度）科研基盤：特設（B）
(2019-21年度）

⼤平英
池野 ⼤平英

先導的人社研(2017-22年度）
中村 平⽥ 伊東

⽴⽊

⼤平徹

⼤平徹

⾼橋 ⻑井

⼭本

⼭本

⼤平英

中村

中村

中村

中村

科研（萌芽）(2006-7）
中村

⼤平英

中村

学術知共創プログラム（2022-27年度）
中村

鈴⽊

平⽥
伊東 ⾼橋

⻑井

⼭本 ⼤平英

鈴⽊⽥村⾦ ⼤平徹 岩崎

森 ⽴花 南⾕ 和泉

池⽥ ⿃⼭ ボーヴィウ ⽴⽊

坂⼝ 武⽥ 池野

シン・⼈⽂学研究会(2021）
中村伊東

⼤平英

岩崎

南⾕ ⿃⼭

名古屋大学学術振興基金(2010)

研究成果公開促進費(2015)

研究成果公開促進費
(2011)

研究成果公開促進費(2019)

名古屋大学学術図
書出版助成(2022)

⼤平英

名古屋大学文学研究科シン
ポジウム(2014）

中村

中村

中村 伊東

⼤平英

岩崎 ⿃⼭

⼤平徹 ⼭本

池野

平⽥

中村

中村

伊東

⼤平英

池野

⼤平英

中村

⼤平英

中村

科研(萌芽）(2015-17年度）
⼤平英中村

本プロジェクトチームができるまで



Ⅲ.言語獲得と主
体化プロセス

Ⅱ.自然と人間
の相互関係史

Ⅳ.セクシュアリ
ティの多様性

Ⅴ.生政治とアート

立花

和泉

鈴木

長井

池田

池野

坂口

立木

平田

大平英

岩崎

鳥山

中村

自然科学

社会科学

人文学

ボーヴィウ

山本

南谷

武田

森

金

Ⅰ.理論

伊東

田村

大平徹

二宮（RA)

高橋
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鄭
宮澤

学術知共創プログラム採択プロジェクト
研究班の構成と班の連携

国内連携機関 国外連携機関



〈人文学＋データマイニング〉

思想史
哲学
文学
歴史学
美学美術史
美学・芸術学
精神分析
文化情報学

行動生物学
都市論
政治学

応用数学
情報工学
認知科学

記号創発ロボティクス

認知神経科学
臨床心理情報学
発達心理学

⼈⽂学が諸科学を先導する学術知の共創 名⼤＋12協⼒機関



基幹教員 中村靖子（人文学研究科：ドイツ文学）

基幹教員 岩崎陽一（人文学研究科：インド哲学）

基幹教員 鄭 弯弯（人文学研究科：文化情報学）（センター専属特任助教）

協力教員 大平英樹（情報学研究科：心理学）

協力教員 大平徹（多元数理科学研究科：応用数学）

協力教員 田村哲樹（法学研究科：政治学）

協力教員 鈴木麗璽（情報科学研究科：複雑系科学）

共同研究員 南谷奉良（京都大学：英語圏文学）

共同研究員 鳥山定嗣（京都大学：フランス文学）

共同研究員 武田宙也（京都大学：美学・芸術学）

共同研究員 平田周（南山大学：フランス社会思想史）

共同研究員 立花幸司（千葉大学：古代ギリシア哲学・倫理学）

共同研究員 伊東剛史（東京外国語大学：感情史）

共同研究員 森元斎（長崎大学：アナキズム研究）

共同研究員 高橋英之（大阪大学： 認知科学・ ヒューマンエージェントインタラクション ）

共同研究員 和泉悠（南山大学：言語哲学）

共同研究員 池田慎之介（金沢大学：発達心理学）

共同研究員 長井隆行（大阪大学：記号創発ロボティクス）

共同研究員 ボーヴィウ マリー（明治学院大学：日仏独アフォリズム研究）

共同研究員 立木康介（京都大学：精神分析）

共同研究員 坂口菊恵（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構：内分泌行動学）

共同研究員 池野絢子（青山学院大学：イタリア現代美術）

共同研究員 山本哲也（徳島大学：臨床心理情報学）

年齢構成
（2022年10⽉時点）
20代 1名
30代 5名
40代 9名
50代 4名
60代 1名

責任機関+12協⼒機関

⼈⽂知共創センターの構成

国内連携機関 国外連携機関

□採択後参加



・各班の班別会議 各年度２回

班の定期的活動

・全体集会 各年度２回
キックオフ・ミーティング
年度末集会
年次集会

・グループリーダー・ミーティング 随時開催



・第3班企画テキストマイニング講習会（2023年5⽉31⽇）
参加者：第１班・第３班・第４班メンバー、RA,、院⽣

・公開ワークショップ（2023年3⽉21⽇）「21世紀における映画と社会」
参加者：第１班・第２班メンバー、⼀般参加者

・理論班拡張会議（2022年11⽉19⽇）
参加者：理論班、他メンバー

班の連携

・「ロボットと感情」ワークショップ（2022年12⽉20⽇）
参加者：第１班・第２班・第３班・第５班メンバー、院⽣、関連する研究者

・第4班ワークショップ「17〜21世紀のフランス⽂学におけるジェンダーと性」（2023年5⽉26⽇）
参加者：第4班、関連する研究者

企画の⽴ち上げ → 連絡板で周知 → 参加者募集 → 実⾏

・第5班企画公開セミナー「「⼈新世」におけるアート」（2023年2⽉18⽇）
参加者：第１班・第５班メンバー、⼀般参加者

・『悪⼝ってなんだろう？』（和泉悠著）合評会（2023年8⽉16⽇）
参加者：第１班・第３班・第４班・第５班メンバー、院⽣、関連する研究者

・第3班特別会議「ロボットと⾔語」（2023年9⽉18⽇）
参加者：第１班・第３班・第５班メンバー、研究協⼒者

・第29回動物と⼈間の関係学会シンポジウム「「どこまでが動物なのかー⼈⽂学から
考える」登壇者：第２班・第３班・第５班メンバー



・⽂教ニュース掲載（2022年12⽉26⽇）

・ドイツ語圏⽇本学術振興会研究者同窓会（2023年12⽉16⽇）
https://www.jsps-club.de/ja/events/club-meetings-in-japan/2023

⼈⽂知共創センターに対する学内外の反応

・名⼤広報「Reseacherʼs Voice」の掲載
https://www.nagoya-u.ac.jp/researchinfo/researchers_voice/2023/05/no39-1.html

学内

学外

・⽇本経済新聞社からの取材（2023年4⽉20⽇）
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD217710R20C23A4000000/

・センター上掲式（2022年12⽉12⽇）（総⻑祝辞）
https://www.nagoya-u.ac.jp/researchinfo/researchers_voice/2023/05/no39-1.html

・⼈⽂知共創センター設⽴記念シンポジウム（2023年3⽉29⽇）
（総⻑、副総⻑、研究科⻑による祝辞）https://a3hsn.org/category/event/

人文知共創センター　上場式

ごあいさつ 2

学内短信 3

人文学研究科　研究のフロントライン 4

分野・専門（研究室）の動向 5

卒業生・修了生からの便り 15

名誉教授からの便り 16

教員の著書紹介 17

秋季サロン報告 18

新任・退職の先生方 19

第20号

文学部・人文学研究科 同窓会

・名⼤⽂学部・⼈⽂学研究科秋季サロン（2023年10⽉21⽇）
「「ハイブリッド⼈⽂学」--スキルとツールの共進化−」（研究科⻑挨拶）
https://a3hsn.org/category/event/

・名⼤カフェ第100回・⾼等研究院ウェビナー（2024年1⽉12⽇）
「いつ、どこに意識は宿る？〜脳神経科学に問う、われわれの正体〜」
http://www.iar.nagoya-u.ac.jp/performance/2849/



・全体集会、各班の会議、また、班の枠を越えた企画で、⼈⽂系、社会科学
系、⾃然科学系の研究者が揃って参加している。同じ分野の研究者が重なら
ないとはつまり、誰もが、⾃分の分野以外については「初⼼者」であり、勉
強の途上にある。それを踏まえ、いかにして形にしていくかは試⾏錯誤。

・採択時の所⾒を踏まえ、4名（内、1名はセンターに配分された助教ポスト
に着任した者）が新規に参加しているが、2022年度のフォローアップ報告書
では、さらにメンバーを追加するのが望ましいと述べられていた。
しかし、申請時より4名増員しており、既に予算に余裕はなく、追加配分がな
い限り、これ以上のメンバー追加は困難である。
そもそも本プロジェクトは，メンバー⼀⼈ひとりが各⾃の分野をカバーする
こと（より詳しい⼈を紹介して会に招聘することを含む）を前提にしている。

困難な点

・本務校での業務や、各⾃が持っている別予算の研究との時間配分
→ 班単位でペース配分をしつつ、進められるところから進め、プロジェクト全体と
しては常時どこかが活動している状態をつくる

フォローアップ報告書について

・予算執⾏⼿続き、特に出張⼿続きに関する⼤学毎のルールの違い
→ 事務補佐員に業務を集約（⼈件費はプロジェクト経費。フルタイム雇⽤は無理）

・メンバー全員が⺟胎とする分野が異なるため、成果発表の場、形式も違う
→ 共通のテーマを設定できる国際学会でパネル発表、叢書刊⾏を予定



【読書会概要】

• 2023年2月より隔月開催

•参加費無料・隔月開催・公開型オンライン読書会
（@Zoom）

•運営者：南谷奉良、小林広直、平繁佳織

【読書会構成】

PART 1 AIと読む文学テクスト

AIによるテキスト生成や画像生成AIツール、テキス
トマイニングについての初学者向け技術講座

PART 2 人間が読む文学テクスト

登壇講師による「ヒト・動物・モノ・機械・自然」
を主題にした文学作品の読解

PART 3 市民が読む文学テクスト

参加者による質疑とオープンディスカッション

共催：JSPS課題設定による先導的⼈⽂学・社会科学研究推進事業学術知共創プログラム
「⼈間・社会・⾃然の来歴と未来：「⼈新世」における⼈間性の根本を問う」（JPJS00122674991）

場の育成⽀援：⼈⼯知能×⼈⽂知×市⺠知による新しい知の習得と実践
   終わらない読書会―22世紀の⼈⽂学に向けて―
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・ローマ哲学会議パネル（2024年8⽉）決定（ローマ・サピエンツァ⼤学）
（岩崎、⽴花、和泉、連携研究者）

⼈⽂知共創センターの今後の企画

・エスポジト⽒研究訪問（2024年3⽉18⽇）（ナポリ哲学研究所）
（中村、武⽥、池野、⼭本、⼤平（英）、⼆宮（RA)、他研究協⼒者）

・ローマ国際会議（2024年3⽉14-15⽇）（ローマ第⼆⼤学）
（中村、武⽥、池野、⼭本、⼤平（英）、鄭、⼆宮（RA)、他研究協⼒者）

・東⻄哲学会議パネル（2024年4⽉13-31⽇）（ハワイ⼤学）
（中村、岩崎、⽴花、和泉、⼤平（英））

ロベルト・エスポジト 岡⽥温司

ジュゼッペ・パテッラパオロ・ダンジェロ


